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情報通信行政・郵政行政審議会議事規則第４条及び接続に関する議事手続規則第２条の規定

により、平成２３年１月２５日付けで公告された接続約款の変更案に関し、別紙のとおり意見を提出

します。 

 

（文中では敬称を省略しております） 
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        別紙 

  

当社は 1995 年の設立以来、一貫して自らのリスクで加入者向けアクセス回線網を構築し、ケーブ

ルテレビサービスをはじめ、超高速ブロードバンドサービス、電話サービス等を展開してまいりまし

た。その結果、2011 年 1 月末現在での当社のホームパス（敷設工事が済み、いつでも加入いた

だける世帯）は約 1,312 万世帯となっており、これらの世帯にお住まいのお客様については、い

つでも当社の超高速ブロードバンドサービスに加入いただくことが可能となっております。このよう

に、当社が自ら構築してきた加入者向けアクセス回線網は「光の道」構想の実現において不可欠

なネットワークであると認識しており、そうした認識の下、設備競争とサービス競争のバランス、特に

健全な設備ベースでの競争を阻害することの無いよう十分配慮いただくことを念頭に、加入光ファ

イバ接続料認可申請についての当社の見解を申し上げさせていただきます。 

 

１．平成２３年度以降の加入光ファイバに係る接続料の改定について 

今回の光ファイバ接続料の値下げについては、情報通信市場に大きな影響を与える水準で

あり、超高速ブロードバンドサービスの競争環境にも相当のインパクトを与えるものと思われます

が、健全な設備競争に留意した適切な原価に基づくものである限り適当と考えます。 

   原価の算定にあたっては、需要予測に加え、光ファイバの耐用年数、既存サービスとの原価

配分比率など、透明性を確保した適正な原価算定に基づくことが大原則であり、NTT 東西の機

能分離を確実に実行し、更なる算定の峻別化を行うことを要望いたします。 

また、乖離額調整はあくまで「特例」として前回認められたものであり、ＮＴＴ東西が恒常的な

業務運営を行うインセンティブが損なわれる恐れがあるため、特例的に行う場合でも十分な検証

が必要と考えます。 

 

２．「分岐単位接続料」の設定について 

今回の申請になかった「分岐単位接続料」設定につきましては、過去に議論された課題を含

め十分な検討が必要であり、現段階での導入については時期尚早と考えます。 

先ずは、現行の競争状況および今回申請された光ファイバ接続料での競争状況を十分に分

析・評価した上で導入の要否を検討する必要があり、その結果、仮に導入すべきとの結論となっ

た場合においても、これまでの議論で課題として残っている、サービス品質・運用面の確保等に

係るコストの分析・評価、それに基づく算定方法の検討等を行うことが必要です。 

更に、『「光の道」構想実現に向けて－取りまとめ－』（平成２２年１２月１４日）において、「設備競

争とサービス競争のバランスの観点から、設備競争への影響等に十分に留意することが適当」と

明記されていることを踏まえ、加入者向けアクセス回線網を自ら構築してきた我々設備事業者と

しては、この点を十分に配慮した議論を要望いたします。 

なお、これらの検討行程につきましては、公正性を担保するためにも、検討機関を設けた上で、

NTT 東西のみでなく、各関係者を含め、十分に議論されることが必要です。 



 (1) 現状の競争状況および今回の申請接続料による競争状況の分析・評価 

① 現状の競争状況について 

 「光の道」構想における、超高速ブロードバンド利用率向上のために実現すべき料金指標と

して、ADSL 並みの料金ということが言われておりますが、当社を含む一部事業者では、既に

ADSL と遜色のない料金（電話とのバンドル）を実現しています。（添付１） 

② 今回の申請接続料による競争状況について 

    さらに、今回申請された８分岐単位のシェアドアクセス方式（従来方式）でも、NTT 東西の実

績である 1 芯あたり約３契約を獲得することにより、実質的に分岐単位あたりの料金（平成 25

年度の接続料をベース）は ADSL 並みとなります。（添付２） 

また、「光の道」構想において、今後、利活用が促進されることが期待されることから、1 芯あ

たりの契約者数の増加が見込まれ、NTT 東西以外のサービス競争事業者においても、十分

実現可能なものと考えております。 

    上記の競争環境の事例からも分かるとおり、既に ADSL 並みの料金を実現する環境は整っ

てきており、「分岐単位接続料」の導入にあたっては、これらの競争状況について先ずは適切

に評価・分析を行う必要があると考えます。 

 (2) 「分岐単位接続料」設定に係る課題 

    「分岐単位接続料」設定については、前述のとおり、先ずは現状の接続料方式を前提とした

競争状況を評価した上、過去（平成 20 年 3 月）NGN 答申時に協議された課題を十分に検討

することが必要であり、これらの課題を解決し、適切なコストを、適切な算定方法を用いて設定

すべきと考えます。 

     最終的には、算定された「分岐単位接続料」が、「現行の接続料方式」と比較し、 

 

・本当に、低廉な価格でお客様に提供できるのか？ 

・本当に、高品質で多様なサービスをお客様に提供できるのか？ 

 

が、「光の道」構想の実現に向け、重要なポイントであると考えております。 

 

繰り返しになりますが、「分岐単位接続料」の導入検討にあたっては、是非、オープンな環境

で、関係事業者を含めた議論を実施いただきたく、お願い申し上げます。 

 

以上 

 

 

 

 

 



添付１ 
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競争状況について （現状）

 設備競争とサービス競争を両輪で行うことにより、集合住宅のみではなく、戸建住宅
においても、ADSL並みのサービス料金は実現している

 設備競争とサービス競争を両輪で行うことにより、集合住宅のみではなく、戸建住宅
においても、ADSL並みのサービス料金は実現している

NTT東日本

フレッツADSL

J:COM

通信パック（集合）
NTT東日本

フレッツ光（集合）
NTT東日本

フレッツ光（戸建）

KDDI

ギガ得（戸建）

電話

1,785円 電話735円
電話525円

電話525円

電話525円

NET47M

4,263円

NET160M

4,725円

NET200M

5,040円

NET200M

6,510円

NET1G

5,460円

6,048円

5,460円
5,565円

7,035円

5,985円

各社HPより抜粋

KOPT

eo光（集合）

電話300円

NET100M

3,700円

4,000円
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競争状況について （今回のNTT東西の申請による）
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 サービス事業者の営業努力により、実質的
な1芯あたりの接続料は低廉化可能

 ADSL並みの料金を実現する環境は整って
きている

H21年度末NTT東西 1芯あたりの平均契約数

H25年度末8分岐単位シェアドアクセス接続料

契約数 主端末 分岐端末 接続料

1 310円 3,292円

2 310円 1,801円

3 310円 1,304円

4 310円 1,056円

5 310円 906円

6 310円 807円

7 310円 736円

8 310円 683円

2,982円

         


